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令和３年度 第５回 国立大学法人北海道大学経営協議会議事要旨 

 

 

日 時  令和４年１月 18日（火）15：02～17：21 

場 所  WEB会議 

出席者  23名 

（学外） 浅香、五十嵐、池山、石山、河合、杉江、土屋、長澤、樋口、松沢、松

谷、真弓、渡辺 各委員 

（学内） 寳金、山口、横田、吉見、増田、山本、菅原、村田、梅原、秋田 各委

員 

欠席者  １名 

（学外） 横山 委員 

 

（オブザーバー） 

𢎭副学長、石森副学長、長谷山副学長、小名木法学研究科長、瀬戸口工

学研究院長、居城電子科学研究所長、髙橋監事、石川監事 

 

 

議   事 

 

議事に先立ち、令和３年度第４回経営協議会の議事要旨について確認があった。 

 

 

【 議 題 】 

１ 業務方法書の変更について 

総長から、資料１に基づき、業務方法書の変更について説明があり、審議した

結果了承された。 

引き続き総長から、今後、役員会の審議を経たうえで文部科学省へ提出するこ

と、また軽微な修正については総長に一任願いたい旨発言があった。 

 

 

２ 第４期中期目標・中期計画（原案）について 

総長から、資料２～４に基づき、第４期中期目標・中期計画（原案）について

説明があり、審議した結果了承された。 

引き続き総長から、今後、学内会議の審議を経たうえで文部科学省へ提出する

旨発言があった。 
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（主な意見） 

 ・評価指標とするテーマの質や数値は、国内外との比較により評価しなければ、

質が高く、国際水準に相応しいものにならないのではないか。 

 ・リカレント教育は社会のブームとなっているため、実施を速めていただきた

い。 

 ・SDGsは全ての大学の教育研究目的でもあるため、北海道大学の SDGsにおいて

は、世界の学生・研究者が北大を目指す旗印となるテーマを選定し、社会に示

してほしい。 

 ・DX をツールとして活用するとされているが、研究を深く掘り下げる、あるい

は遠隔での幼児期の人間教育に用いるなど、ツールではなく戦略として活用

する提案があるとよい。 

 ・中期目標期間における６つのビジョンにおいて、大学院博士課程の入学定員充

足率 100％達成を掲げているが、外部の人が見た時に大学全体の入学定員が充

足していないようなネガティブな印象を受けるため、「競争力を高めるため

に」「優秀な学生を獲得するために」のような表現にすると前向きになると思

う。 

 ・情報セキュリティに関する計画は、可能な限り早く実行し、強靭なセキュリテ

ィを構築すべきではないか。 

 ・独自目標である SDGsが資料の最下段に記載されているが、もっとアピールで

きるように表現方法を工夫するとよい。 

 ・ダイバーシティ推進については、一定比率の女性登用を義務づけるなど、数値

目標を作ることが大切である。 

 ・リスト先生のノーベル賞受賞のように、大学を象徴するような最先端の研究や

具体的な取り組みを生み出すことを目標として掲げ、意識することが重要で

ある。 

 ・中期目標・中期計画概要の資料の中に、評価指標の記載が少ない。また、評価

指標は、目標達成の困難度が一般市民にも伝わるように記載するとよい。 

 

 

３ 役員の退職手当の支給について 

村田理事から、資料５に基づき、役員の退職手当について説明があり、審議し

た結果了承された。 

 

 

【 報告事項 】 

１ 令和４年度運営費交付金等（予定額）について 

総長から、資料６、７に基づき、令和４年度運営費交付金等予定額及び施設整

備費補助金について報告があった。 
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２ 令和２年度に係る業務の実績に関する評価の結果について 

総長から、資料８～11 に基づき、令和２年度に係る業務の実績に関する評価

結果について報告があった。 

 

 

【 意見交換 】 

１ 北海道大学の研究戦略について 

「北海道大学の研究戦略」をテーマに、増田理事から資料 12に基づき説明が

あった後、種々意見交換が行われた。 

 

（主な意見） 

 ・北海道大学が世界の研究拠点になるためには、「広報テーマ」「現在の研究水

準」「研究拠点になるための課題と具体的な方策」について示すことが必要と

考える。 

 ・優秀な研究者を世界から集めるには、研究資金、報酬、研究環境等の面で魅力

ある大学であることが重要である。 

 ・北海道大学はアフリカと共同研究を行うなど、世界の課題解決にも貢献してい

る。SDGs を目標に掲げていることを踏まえると、世界の課題解決に貢献する

研究をより強化していくとよい。 

 ・ダイバーシティ＆インクルージョンの観点は、人権問題というだけではなく、

研究力を高める施策としても重要である。性別に関わらず多様な経験を持つ

人々が研究にどんどん参加していくことが大事だと思う。 

 ・北海道という特徴的なコミュニティにおいては、地域に密着した研究と世界に

通用する研究の両方を追求することで、非常にユニークな大学になるのでは

ないか。 

 ・産官学が積極的に対話をしながら未来の人材育成を考えていく必要がある。北

海道経済産業局としても、産業界や北海道大学と対話していきたい。 

 ・北海道プライムバイオコミュニティについて、多様なステークホルダーを統合

したプラットフォームを北海道に作ることは重要であり、協力させていただ

きたい。 

 ・イノベーション・エコシステムについて、北海道は課題先進地域であり、日本

の他の地域よりも課題が早く顕在化するため、イノベーションも早く起こせ

るのではないか。 

 ・実フィールド研究のプラットフォーム形成にあたっては、道や各自治体におい

て問題を抱える職員の現場の声が伝わる仕組み作りや、大学から現場に対し

てのサポートが必要だと思う。 

 ・実フィールド研究については、地域が大学や民間企業と共にビジョンを考え共

有することが大切である。その中では、利益のみでなく課題解決にかかるコス

ト、マイナス面も明らかにし、共有することが必要だと思う。 
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 ・研究戦略の曼荼羅マトリックスは、部局の研究者が自らの研究と北大の戦略の

繋がりを理解する助けになると思う。部局との対話や、部局の中での議論を経

て、さらにアクションプランを充実させてもらいたい。 

 ・道としても、北海道大学と連携しながら、一緒に課題解決に向かって進んでい

きたい。 

 

 

  

 

（ 以 上 ） 


